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　4月に入り、町内の幼児センター、小学校、中学校、高校で入園式・入学式が行われ、
それぞれ緊張した面持ちで新たな一歩を踏み出しておりました。その様子を写真で紹介
いたします。

　4月に入り、町内の幼児センター、小学校、中学校、高校で入園式・入学式が行われ、
それぞれ緊張した面持ちで新たな一歩を踏み出しておりました。その様子を写真で紹介
いたします。

4/6 遠別小学校

4/1

入園・入学
おめでとうございます

入園・入学
おめでとうございます

幼児センター きらり

男子：4名　女子：11名　計15名

男子：3名　女子：1名　計4名
4/6 遠別中学校

男子：10名　女子：11名　計21名

4/11 遠別農業高等学校
　男子：15名　女子：10名　計25名

2



　4月に入り、町内の幼児センター、小学校、中学校、高校で入園式・入学式が行われ、
それぞれ緊張した面持ちで新たな一歩を踏み出しておりました。その様子を写真で紹介
いたします。

　4月に入り、町内の幼児センター、小学校、中学校、高校で入園式・入学式が行われ、
それぞれ緊張した面持ちで新たな一歩を踏み出しておりました。その様子を写真で紹介
いたします。

4/6 遠別小学校

4/1

入園・入学
おめでとうございます

入園・入学
おめでとうございます

幼児センター きらり

男子：4名　女子：11名　計15名

男子：3名　女子：1名　計4名
4/6 遠別中学校

男子：10名　女子：11名　計21名

4/11 遠別農業高等学校
　男子：15名　女子：10名　計25名

3



新たに新社会人になった6名を紹介します
①出身地
②勤務先
③趣味・特技
④抱負
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④抱負新社会人紹介新社会人紹介新社会人紹介新社会人紹介

大 島　碧 颯 (18)大 島　碧 颯 (18) 早 川　元 基 (22)早 川　元 基 (22)
①羽幌町
②北留萌消防組合遠別支署
③趣味：運動をすること
　特技：野球・柔道
④町を元気にできる消防

士を目指します！
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①深川市
②北留萌消防組合遠別支署
③趣味：映画鑑賞
　特技：少林寺拳法・弓道
④町の安全を守る消防士を

目指します！
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川 崎　 　隼 (18)川 崎　 　隼 (18) 藤 原　慶 大 (25)藤 原　慶 大 (25)
①旭川市
②留萌振興局留萌建設管

理部遠別出張所
③ロードバイク・料理
④分からないことだらけで

すが、少しでも早く仕事
を覚えて、活躍できるよ
うに頑張りたいです。
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②留萌振興局留萌建設管

理部遠別出張所
③映画鑑賞
④海の風を感じつつ草木

が心を落ち着かせてくれ
る穏やかなこの地で、目
の前のことから少しずつ
形にしていきたいと思い
ます。
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理部遠別出張所
③映画鑑賞
④海の風を感じつつ草木

が心を落ち着かせてくれ
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形にしていきたいと思い
ます。

松 本　 　歩 (18)松 本　 　歩 (18) 守 屋　和 輝 (20)守 屋　和 輝 (20)
① 稚内市
② 役場　建設課　水道係
③ ロードバイク・ゲーム
④ 早く仕事を覚えられるよ

うに頑張ります！

① 稚内市
② 役場　建設課　水道係
③ ロードバイク・ゲーム
④ 早く仕事を覚えられるよ

うに頑張ります！

① 遠別町
② 役場　経済課　水産林

務係
③ サイクリング
④ 町民の方々に貢献し、

信頼される職員になれる
よう尽力いたします。

① 遠別町
② 役場　経済課　水産林

務係
③ サイクリング
④ 町民の方々に貢献し、

信頼される職員になれる
よう尽力いたします。

おおしまおおしま あおばあおば はやかわはやかわ もときもとき

かわさきかわさき しゅんしゅん ふじわらふじわら よしひろよしひろ

まつもとまつもと あゆむあゆむ もりやもりや かずきかずき
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４
月
20
日
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
の
園
児
達
が
、
消
防
職
員
と
と
も

に
市
街
地
を
行
進
し
ま
し
た
。

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
空
気
の
乾
燥
及
び
強
風

等
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
の
発
生
防
止

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
火
の
用
心
と
記
さ
れ
た
法
被
を
身
に
ま
と

い
、
赤
い
旗
を
持
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
行
進
し
、
遠
別
町

の
火
災
予
防
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

　
４
月
21
日
、小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
・
２
年
生
と
３
・
４
・
５
・
６
年
生
に
分
か
れ
て
行
い
、１
・

２
年
生
は
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
、
３
・
４
・
５
・

６
年
生
は
自
転
車
に
乗
る
際
の
交
通
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し

た
。
遠
別
駐
在
所
の
永
原
所
長
か
ら
は
、「
車
に
は
十
分
注

意
し
て
、
必
ず
安
全
確
認
を
し
、
絶
対
に
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
と
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
児
童
か
ら
永
原
所
長
へ
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

教
職
員
辞
令
交
付
式

春
の
市
中
行
進

　
４
月
５
日
、
町
立
学
校
教
職
員
辞
令
交
付
式
が
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
着
任
さ
れ
た
先
生
方
は
、
小

学
校
３
名
、
中
学
校
４
名
で
す
。
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
小
学
校
（
写
真
上
）

　
　
土
　
谷
　
昌
　
照 

教
頭（
中
央
　
前
　
羽
幌
中
学
校
）

　
　
髙
　
木
　
昌
　
行 

先
生（
右
　
　
前
　
天
塩
小
学
校
）

　
　
菅
　
野
　
瑶
　
子 

先
生（
左
　
　
前
　
増
毛
小
学
校
）

　
中
学
校
（
写
真
下
）

　
　
伊
　
藤
　
大
　
輔 

教
頭（
右
　
　
前
　
増
毛
中
学
校
）

　
　
髙
　
本
　
加
奈
子 

先
生（
右
２
　
前
　
留
萌
中
学
校
）

　
　
鈴
　
木
　
悠
　
斗 

先
生（
左
２
　
前
　
小
平
中
学
校
）

　
　
髙
　
薄
　
洋
　
哉 

先
生（
左
　
　
前
　
斜
里
小
学
校
）
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し
ら
か
ば
学
園
大
学
入
学
式
・
始
業
式

　
４
月
19
日
、
し
ら
か
ば
学
園
大
学
の
入
学
式
・
始
業
式

が
マ
ナ
ピ
ィ
・
21
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
は
１
人
で
、

本
科
を
卒
業
し
さ
ら
に
３
か
年
学
習
す
る
大
学
院
生
は
１

人
、
大
学
院
過
程
を
終
了
し
た
修
士
課
程
生
は
12
人
の
計

14
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
福
祉
や
介
護
に
つ
い
て
、
更
に
は

地
域
の
方
や
他
町
の
高
齢
者
大
学
と
の
交
流
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
長
式
辞
で
佐
藤
教
育
長
か
ら
、「
学
習
体
験
を
通
じ
て

知
識
を
増
や
し
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
し
ら
か
ば
学
園
の

一
員
と
し
て
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、
生
涯
学
習
に
励
む

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
、
期
待
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
を
飾
り
ま
し
た

　
４
月
25
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
に
て
、
こ
い
の
ぼ

り
を
飾
り
ま
し
た
。
園
児
達
は
、
自
分
達
で
作
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
が
空
を
泳
い
で
る
様
子
を
笑
顔
で
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。地

域
貢
献
活
動
に
感
謝
！

　
４
月
25
日
、
商
工
会
工
業
・
建
設
業
部
会(

会
長
内
山

　
勝
弘)

様
が
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
市
街
地
町
道
の
道

路
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
毎
年
行
わ
れ
、

町
内
美
化
促
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご

厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
大
会
・

大
型
車
両
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド

　
４
月
25
日
、
商
工
会
工
業
・
建
設
部
会
主
催
、「
交
通

安
全
大
会
・
大
型
車
両
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
出
発
に
先
立
ち
、
道
の
駅
駐
車
場
に
て
交
通

安
全
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
同
は
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
誓
い
ま
し

た
。

　
大
会
終
了
後
、
交
通
安
全
旗
を
掲
げ
た
同
会
所
属
の
各

社
大
型
車
両
は
、
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
道
の
駅
駐
車
場
を

出
発
。
国
道
を
株
式
会
社
遠
別
ト
ラ
ッ
ク
駐
車
場
ま
で
北

上
し
、
交
通
安
全
へ
の
決
意
を
運
転
者
・
通
行
者
へ
示
し

ま
し
た
。
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No.7

　今月号が皆さんのお手元に届く頃には、春の訪れとともに「道の駅」が賑わい、夏に向けて、ワクワクとし
た楽しさを感じているころではないでしょうか。

　ところで、これから子供たちが外に出かける機会も多くなると思いますが、
以前から複数の親御さんから「遠別橋を通って道の駅に行くのは危険」と言
う意見を多く耳にしていました。　
　ちなみに、道路交通法上では１３歳未満の子は歩道を自転車で通ってもよ
く、また、遠別橋の歩道は危険区域に該当するため大人でも歩行者がいな
ければ自転車で通ってもよいことになっています。

　とは言うものの遠別橋の上は風が強く、また、遠別橋から道の駅へ渡る
には信号がない国道を横断しなければならないため大人でも危険を感じますよね。

　そこで、この点の改善について国道を管理する留萌開発建設部に確認したところ、橋の拡幅や歩道専用橋等
の設置は町からの要望が上がれば検討するそうです。
　しかし、担当者が言うには、現状を考えると橋の距離、河川の占有許可などいろいろ制約があるためお金も
かかり現実的ではないとのこと。
　むしろ、手押し信号機や誘導看板、ガードレール、風除けガードの設置などを要望として上げた方が良いの
ではと教えていただきました。
　
　次に、北海道公安委員会に確認したところ、信号機の設置は現実的にはかなり厳しいとのことです。理由は
2 つ。利用者が少ないことと予算上の問題。
　利用者が少ない信号機は今後減らす方向のようです。

　上記のように、現実的にできることは限られることが分かり、少し残念な気持ちになりましが、反対に個人
の考えでは思いつかないことも数人集まればきっといい案が生ま
れる可能性があると感じました。

　是非、みなさんもこの遠別橋の件に限らず、町内の日頃の疑問
などを周囲の人と話し、行政に声を届けてみてはいかがでしょうか。

記事：広報委員　堀　政志
イラスト：NPO 法人えんおこ　坪田　麻美 
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生け花歴５０年 
　別段さんは、稚内市生まれで、結婚を機に遠別町に来
られました。現在は、生け花以外にもパークゴルフを趣味
とされています。そのパークゴルフも、昔は活躍できたが
今は全然だね、と、話されます。お仕事の方も、昨年ご
主人が息子さんに後を引継ぎ、ご自身も今は前坊守だそ
うです。
　生け花を始められたきっかけは、ご主人が遠別農業高
校に務めていた際、当時の校長先生の奥様が生け花教室
をやっており、習い始めたとのこと。その後、小原流の
免状を取得し、後を受ける形で教室を開かれました。「昔
は、女の子の習い事といえばお茶やお花であり、人口も
多く、生徒も沢山おり、遠別町にも５社中程あったが、
今は１社中になってしまった」と、少し寂しそうにおっし
ゃっていました。ただ、「少なくなったとはいえ、若い人た
ちが習いに来てくれるから、頑張らなきゃ、元気もらえる
からね」という気持ちで、今後も教室は続けていかれる
そう。月に２回の教室、年７回の研究会、お盆の献花展、
町民文化祭への出展等、精力的に活動しています。
　遠別町は、海の幸、山の幸が豊富にあり、食べ物がお
いしいところ、良い人が沢山いるところが魅力に感じると
話してくれました。

別段　典代（べつだん　のりよ）
昭和１１年５月２２日生まれ
華道　小原流教授

越谷　春香（こしや　はるか）
昭和５７年４月２１日生まれ
２児の母
生け花歴３年

生け花

遠別町の過去・現在・未来を紡ぐインタビュー

生け花

アレンジ自在なところが魅力 
　越谷さんは、遠別町ご出身で、現在はコメドコロに勤
めています。趣味はパン作りで、最近はホームベーカリー
で作るよりも手捏ねで作るというほどの本格派。料理が好
きで、仕事の中でも、お客様が自分の作った料理を食べ
て笑顔になってくれた時や、喜んでくれた時などにやりが
いを感じ、もっと喜んでいただけるように頑張ろうと思え
ると話してくれました。
　生け花は、町民文化祭であった生け花体験をきっかけ
に3年前から始め、仕事の合間を縫って教室に通ってい
るそう。生け花の魅力は「お花の種類や組み合わせ、生
け方などアレンジが自在で、飾ることにより、空間の印象
が変わり華やかになり、気分をリラックスさせてくれるとこ
ろです」と笑顔で語ってくれました。生け花を始めたのと
同時期に陶芸も始めており、家でぼーっと過ごすよりも、
生け花や陶芸を習うことで少しでも何か身につけられたら
との思いもあったと話されます。どちらもやっていて楽し
く、周りの人も良い人ばかりなので続けられているそうで
す。性格的に、身体を動かすというよりは、黙 と々作業す
る方が好みだそうで、そういった方におすすめとのこと。
育児に仕事、生け花、陶芸、パン作り、今後も続けてい
ければと力強く話してくれました。8



パブリックコメント結果のお知らせ
　令和４年２月８日から令和４年３月１１日まで実施しました「旧とんがりかんの利活用について」に関す

るパブリックコメントに提出されました意見の内容及び町の考え方などをお知らせします。

意見内容 町の考え方など結果
　現郷土資料館については、老朽化、立地条件等に
より利用しづらい環境だと思います。
　旧とんがりかんについては、道の駅えんべつ富士
見に隣接し、町内の観光振興に役立つと考えられる
ことから、郷土資料館として活用してほしい。

　旧とんがりかんの利活用については、今回いた
だいた意見を参考にしながら、町内外の多くの方々
に利用されるような施設となるよう検討してまい
ります。

遠別町は狩猟資格取得を目指す方を応援します
　遠別町では有害鳥獣による人的被害、農林水産物被害を防止するため、有害鳥獣駆除

に必要な狩猟免許取得等に係る経費を助成します。「どうすれば資格が取れるの？」「資

格取得までの金銭負担や手続きが不安」など、詳しくは役場農政係までお気軽にご相談

ください。

札幌国税局からお知らせ
　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャリストとして活躍する税務職員を募集しています。

　2022 年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１　受験資格

　　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者　

２　申込受付期間

　⑴　インターネット

　　　６月 20 日（月）～６月 29 日（水）

　　　申込専用アドレス　https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　⑵　インターネット申込みができない場合

　　　第１次試験地を管轄する人事院地方事務局にお問い合わせください。

　　　※　人事院北海道事務局　〒 060-0042　札幌市中央区大通西 12 丁目

　　　　　☎ 011-241-1248

３　第１次試験【基礎能力試験、適性試験、作文試験】：９月４日（日）

４　第１次試験合格者発表日：10 月６日（木）

５　第２次試験【人物試験、身体検査】：10 月 12 日（水）～ 10 月 21 日（金）のうち指定する日

６　最終合格者発表日：11 月 15 日（火）

　御不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（☎ 011 － 231 － 5011 内線 2315）又は最寄りの税

務署（総務課）にお尋ねください。
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自動車税種別割の納期限は５月31日（火）です！
　自動車税種別割は、４月１日現在運輸支局に登録されている所有者（所有権留保自

動車の場合は使用者）に課税される税金です。忘れずに納期限までに納めましょう！

・ 自動車税種別割納税通知書の発付日は、５月６日（金）です。

　お手元に届かない場合は、札幌道税事務所自動車税部（☎ 011-746-1190）

までご連絡ください。

・ 自動車税種別割は、金融機関や郵便局での納付のほか、インターネットサイトからのクレジット納付や、　　

指定のコンビニエンスストアでの納付ができます。

　また、今年度からスマートフォンアプリを利用した「スマホ納税」も可能になりました。

・ 自動車税種別割を納期限までに納付すると、応援店で特典サービスが受けられる「自動車税種別割スマイ

ル納税キャンペーン」を実施しています。詳しくは、道税ホームページをご覧ください。

■　問い合わせ先：留萌振興局税務課　☎ 0164 － 42－ 8418（８時 45分～ 17時 30分）

「遠別町鳥獣被害防止計画」公表のおしらせ
　遠別町では令和４年度から令和６年度までの「鳥獣による農林水産

業被害の防止」についての基本的な取り組みについて「遠別町鳥獣被

害防止計画」を作成しました。

　なお、「遠別町鳥獣被害防止計画」は遠別町役場経済課農政係で縦覧

することができ、遠別町のホームページにも掲載しております。

国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、

障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付

が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未満）」があります

ので、遠別町役場福祉課福祉係窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付

けてあります。

　令和４年度分（令和４年７月分から令和５年６月分まで）の免除等の受付は令和４
年７月１日から開始されます。また、申請時点の２年１か月前の月分までさかのぼって申請することができ

ます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間がある方は、

遠別町役場福祉課福祉係窓口または年金事務所へご相談ください。

■　稚内年金事務所　☎ 0162 － 32－ 1941
■　役場福祉課福祉係　☎ 7－ 2114
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人権擁護委員に委嘱されました
　令和４年４月１日から野村裕二さんが、新たな人権擁護委員として、法

務大臣から委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域の中で人権が侵害されないよう配慮して、人権相

談や人権啓発等の活動を行います。

人権擁護委員名
和田　裕克（本町３丁目）　　

野村　裕二（本町６丁目）　
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健康のススメこころもからだも元気が一番

ＳＯＳを見逃さないで　～いのちを守る言葉と行動～
コロナ禍で自殺を考える人に多いのが“孤立感”

　コロナ禍で生じた悩みをきっかけに、自殺したいと考えたり、自殺未遂をした人の要因とし
て「孤立感」が最も多かったという調査研究（*1）があります。
　「孤立感」は高齢者の問題と捉えられがちですが、政府が行った孤立感・孤独感における
実態調査では、多くの若者が孤独感を覚えていることも明らかになっています。どの年代に
おいても「人とのつながり」が重要だと言えます。

（*1）コロナ禍の自殺対策～孤立感をなくすために～（張賢徳：NHK ジャーナル医療健康 2021/09/08

自殺の原因は、メンタルの弱さではない
4 4 4 4

　健康な心理状態であれば、人は自ら死を選ぶことはまずありえま
せん。
　自殺者のうち、「少なくとも 85％以上の人が何らかの精神疾患を
抱えていた状態だった」こと、そして「その大半が精神科を受診し
ていなかった」と報告されています。* 主な精神疾患は右図のとおり

　精神疾患は「脳の機能障害」であり、その人本来の思考能力が低
下しています。つまり、自殺する多くの人が精神疾患の影響により、
正常な判断ができない状態の中、自殺を決断しているのです。

自殺を考える人の心理とは…？

気分障害
(うつ病、双極
性障害)
24%

適応障害
18%

統合失調症
17%

物質依存症
11%

不安障害 4%

その他7%

診断なし
14%

保留
5%

重症自殺未遂者 564 人の罹患精神疾患分類

「もう死ぬしかない」と
思い込む

　苦しい状態が長く続くと、思考能力が
著しく低下し、「もう死ぬしかない」と、
自殺以外の解決策が見えなくなってしま
います。また、「相談しても問題は解決
しないので意味がない」と考えるため、

ほとんどの人は誰にも相談
しません。そのため、周囲
の人が異変に気づきにくい
のです。

「死にたい」と「生きたい」の間で
揺れ動いている

　自殺しようとする人は、覚悟が決まってい
ると信じられていますが、実際は、自殺行動
におよぶ直前まで、「絶望しきって死んでし
まいたい」気持ちと、「生きていたい」気持
ちで、激しく揺れ動いています。この揺れが

大きくなった時、「今すぐ死んでしまいたい！」という強い
衝動が起き、自殺を図ってしまうのです。この衝動のピーク
は 5 ～ 10 分と長くは続かず、「死にたい気持ちを他者に話す」
ことで、冷静さを取り戻すと言われています。

➡これらの心理状態が「自殺は追いこまれた末の死」と言われる理由であり、
　早期に適切な治療・相談につなげることにより、防ぐことができると考えられています。

自殺は
個人の自由・選択

自殺の多くが
防ぐことのできる社会的な問題
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健康のススメこころもからだも元気が一番

【その他、健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】　電話 ７－２１２５

気づき・・・「死にたい」はサインとしてあらわれます

　自殺を考えるほど悩んでいる方は、「助けを求める力」が弱くなり、ほ
とんどの人が誰にも相談をしません。
　だからこそ、周囲の人が「死に傾いている人がどんなサインを出すのか」
を知り、気づくことが大切です。
　周囲の人で、「いつもと違うな」と思う人がいたら、さりげなく、声をか
けてください。

声掛け・傾聴・・・「死にたい」という言葉は、翻訳して声掛けを

　「死にたい」と打ち明けられたら、誰でも気が動転します。
　「そんなこと言わないで！」と否定したり、「きっと良くなるよ」と励まし
たり、話を逸らしてしまいたくなるかもしれません。しかし、このような
態度をとると、本人は「わかってもらえない」と感じて、二度と話してくれ
なくなります。
　まず、本人の気持ちをしっかりと受け止め、否定せず、聞き役に徹しましょう。

つなぐ・見守る・・・早めに専門機関につなぎ、その後も温かく守って

　経済的な問題やうつ病などの健康問題を抱えている場合、早めに専門家や医療機関につなぐことが必要です。
つないだ後も、「いつも見守っているよ」と声かけし、温かく見守ってください。
　話を聞いてくれる人の存在は、何より心強く、孤立感から救うことにつながります。

こころの健康相談統一ダイヤル
☎ 0570-064-556

（全国共通ダイヤル）

よりそいホットライン
☎ 0120-279-338
（フリーダイヤル）

♯いのちＳＯＳ
☎ 0120-061-338
（フリーダイヤル）

働く人の「こころの耳」
☎ 0120-565-455
（フリーダイヤル）

生きづらびっと（LINE）
ID 検索 @yorisoi-chat

あなたのいばしょ
チャット相談

10代 20代の女の子
専用LINE

ID 検索 @bondproject

チャイルドライン
☎ 0120-99-7777
（フリーダイヤル）

□ 元気がない・疲れている
□ 原因不明の体調不良が続く
□ お酒の量が増えている　
□ よく眠れていない
□ 食欲がない、痩せた
□ 身だしなみが乱れている
□ 自殺をほのめかす

□ 「死にたいと思うくらい、
辛いんだね」

□ 「今までよく頑張ったね」
□ 「大変だったね」
□ 「話してくれて

ありがとう」
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議会からのたより
第50号

◆
令
和
３
年
度
定
期
監
査
報
告

◆
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契

約
の
変
更
）

・
公
営
住
宅
建
設
工
事
（
建
築
主

体
工
事
）

◆
副
町
長
の
選
任

・
投
票
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、

富
士
原
栄
治
氏
（
本
町
５
）
の

選
任
に
同
意
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

・
北
畠
千
二
美
氏
（
本
町
５
）
の

選
任
に
同
意
し
た
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

◆
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
条
例
の
一

部
改
正

　
３
月
７
日
か
ら
３
月
11
日
の
５
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
定
期
監

査
報
告
、
令
和
４
年
度
町
政
執
行
方

針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
、
各
会
計

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
一
般
質
問
は
、
小
森
議
員
、
白

井
議
員
の
２
名
が
行
っ
た
。

　
専
決
処
分
の
報
告
、
副
町
長
の
選

任
同
意
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
同
意
、
令
和
３
年
度

各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・

一
部
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
審
議
し
、
可
決
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
本
会
議
に
お
い
て
承

認
し
、
３
月
10
日
に
会
期
を
１
日
残

し
て
、
閉
会
し
た
。

◆
遠
別
中
学
校
建
設
場
所
に
お
け
る

意
見
の
報
告
〈
詳
細
は
７
頁
〉

◆
波
浪
に
伴
う
北
里
地
区
海
岸
侵
食

に
お
け
る
査
定
結
果

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況

◆
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
事
業
の

完
了
予
定

◆
令
和
４
年
度
北
海
道
遠
別
農
業
高

等
学
校
入
学
者
の
出
願
状
況

第
２
回
定
例
会

議会の主な動き
( 令和４年２月～令和４年４月）
２月 16 日
第１回議会全員協議会開催

２月 17 日
北海道町村議会議長会理
事会に議長出席（ウェブ
会議）

２月 18 日～ 19 日
北海道後期高齢者医療広
域連合議会定例会出席の
ため議長札幌市に出張

２月 21 日
第１回議会運営委員会開催

２月 28 日
留萌管内町村議会議長会
臨時総会出席のため議長
羽幌町に出張

３月 10 日
第２回議会全員協議会開催

３月 24 日～ 25 日
北海道町村議会議員公務
災害補償等組合議会臨時
会出席のため議長札幌市
に出張

４月 12 日
第３回議会報発行特別委
員会開催

４月 21 日
第４回議会報発行特別委
員会開催

４月 28 日
第３回議会全員協議会開催

行
政
報
告

審
議
事
項

報　
告
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議会からのたより
第50号

中学校校舎

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

遠
別
中
学
校
建
設
場
所
に

お
け
る
意
見
の
報
告

　
遠
別
中
学
校
新
校
舎
の
建
設
場
所

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
っ
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
１
月

26
日
に
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
住

民
等
で
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
遠
別

町
学
校
運
営
協
議
会
、
清
水
会
長
が

来
庁
さ
れ
、
協
議
会
で
４
月
か
ら
３

回
に
わ
た
り
新
校
舎
建
設
場
所
に
つ

い
て
、
協
議
検
討
し
た
結
果
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

報
告
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
災
害
時
の
避
難
の
し
や
す
さ
、

周
辺
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
の
利

用
や
通
学
の
利
便
性
等
を
検
討
し
つ

つ
、
会
議
に
は
若
葉
町
町
内
会
役
員

を
招
き
、
町
内
会
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
現
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
に

新
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
校
運

営
協
議
会
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、

「
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
」、「
遠

別
町
立
遠
別
中
学
校
建
設
基
本
構

想
」
に
基
づ
き
、
建
設
場
所
の
選
定

を
含
め
、
基
本
設
計
に
向
け
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
建
築
技
師
職
員
就
労
奨
励
金
交
付

条
例
の
制
定

◆
保
健
福
祉
職
等
職
員
修
学
資
金
貸

付
及
び
就
労
奨
励
金
交
付
条
例
の

一
部
改
正

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　

遠
別
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者｢

遠
別
商
工
会｣

【
一
般
会
計
】

◆
議
員
費
用
弁
償３

７
９
万
５
千
円
減

◆
遠
別
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
ガ
ー
青
少
年

相
互
訪
問
事
業
補
助
金

９
９
０
万
円
削
除

◆
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
負
担
金

１
，
０
９
５
万
９
千
円
増

◆
旭
温
泉
施
設
運
営
指
定
管
理
料

８
０
０
万
円
増

◆
町
道
除
排
雪
業
務
委
託
料

４
，
０
０
０
万
円
増

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

◆
簡
易
水
道
事
業
公
営
企
業
会
計
適

用
業
務
委
託
料５

４
９
万
４
千
円
減

◆
道
道
名
寄
遠
別
線
奥
島
橋
橋
梁
添

架
工
事

１
，
３
８
０
万
７
千
円
減

◆
浄
水
場
屋
上
防
水
改
修
工
事

１
９
３
万
２
千
円
減

【
下
水
道
特
別
会
計
】

◆
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

公
営
企
業
会
計
適
用
業
務
委
託
料

５
４
９
万
４
千
円
減

◆
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
遠
別

浄
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

１
９
１
万
７
千
円
減

◆
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に
伴

う
水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と
支
援

策
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

小
森
議
員

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
３
月
10
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。 意　

見　
案

補
正
予
算
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議会からのたより
第50号小森議員　 問 人口減少対策として、人材確保とU・Iターンの支援を。

笹川町長　 答 費用対効果の大きな対策を模索中。必要な支援があれば対応。

第  

２  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

我
が
町
も
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
る
。
人
口
減
少
に
よ
り
活

気
が
失
わ
れ
、
経
済
活
動
の
停
滞
も

あ
り
、
今
後
多
大
な
影
響
が
感
じ
取

れ
る
。

 

新
年
度
か
ら
、
診
療
所
や
中
学
校

等
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

 

し
か
し
、
人
口
減
少
対
策
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
結
婚
祝

金
な
ど
数
多
く
の
定
住
支
援
を
し
て

い
る
が
、
現
状
を
見
据
え
、
今
ま
で

以
上
の
移
住
定
住
対
策
を
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。

①
遠
別
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
募
集
と
あ
る

が
、
人
材
確
保
イ
ベ
ン
ト
・
移
住
交

流
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
出
向
き
、

人
材
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

②
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
考

え
て
い
る
人
々
に
、
今
ま
で
以
上
の

支
援
策
を
整
備
し
、
本
町
の
魅
力
を

発
信
し
、
人
材
確
保
や
移
住
人
口
増

加
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

人
口
減
少
に
よ
り
町
内
の
活
気

が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
懸
念

を
し
て
い
る
。
町
内
の
将
来
を
担
う

若
い
世
代
が
共
に
活
動
し
、
青
年
部

連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
、

大
変
心
強
い
。

　

子
育
て
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
、
更
に
は
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
ま
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め

た
い
。

①
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
単
に

参
加
す
る
だ
け
で
は
人
材
確
保
に
繋

が
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、参
加
し
な
く
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
同
様

の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
に
対
し
、｢

遠
別
町

の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
欲

し
い｣

と
お
願
い
を
し
た
。
産
業
団

体
に
お
い
て
も
独
自
で
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
、
就
業
者
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

継
続
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
小
さ
な
費

用
で
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
取
り

組
み
を
模
索
し
て
い
る
最
中
で
も
あ

る
。

②
生
ま
れ
育
っ
た
遠
別
を
離
れ
、
ま

た
住
み
慣
れ
た
遠
別
の
良
さ
に
気
づ

き
、
戻
ら
れ
て
地
元
で
就
職
さ
れ
る

こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。

　

過
去
に
は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
人
口
増
加
に
繫
が
る
事
業
に

も
取
り
組
ん
だ
が
、
効
果
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

現
在
、
起
業
化
支
援
事
業
、
新
規

就
農
対
策
、
結
婚
・
出
産
祝
金
、
移

住
住
宅
の
確
保
、
医
療
費
の
無
料
化

な
ど
、
様
々
な
支
援
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
現
段
階
で
は
追
加
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
や
社
会
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
必
要
な
支
援
策

が
あ
れ
ば
、
適
時
対
応
し
た
い
。

町
政
を
問
う

問

答

結婚祝金の交付
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再　
質　
問

③
農
業
で
は
、
新
農
業
人
フ
ェ

ア
だ
と
か
農
業
研
修
や
雇
用

確
保
の
取
り
組
み
も
し
て
い
る
が
、

産
業
団
体
と
行
政
が
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情

報
発
信
も
あ
わ
せ
て
人
材
確
保
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
行
政
が
計
画
さ
れ
て
る
イ
ベ
ン

ト
に
青
年
部
連
携
団
体
や
産
業
団
体

と
共
に
、
人
材
確
保
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
顔
と
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う

な
人
材
確
保
を
、
今
ま
で
と
違
っ
た

一歩
進
ん
だ
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。

④
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
故
郷
に

戻
る
方
が
、
多
く
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
起
業
化
支
援
、
新
規

就
農
支
援
等
、
支
援
策
は
十
分
に
整

備
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
一
次
産
業
の
中
で
は
、

農
業
に
は
、
新
規
就
農
支
援
な
ど
い

ろ
ん
な
支
援
策
を
受
け
れ
る
状
況
で

あ
る
が
、
酪
農
家
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ

た
方
々
は
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
支

援
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
も
見
受

け
ら
れ
る
。
不
公
平
感
を
是
正
す
る

意
味
で
、
故
郷
に
思
い
を
寄
せ
て
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
さ
れ
る
方
に
、

手
厚
い
政
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
多

く
の
国
民
が
使
用
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
含
め
て
、
Ｐ
Ｒ
は
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
る

た
め
、
改
め
て
担
当
す
る
職
員
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
替
え
る
こ
と

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
等
の
利
用

を
積
極
的
に
若
い
人
達
が
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き

る
か
整
理
は
つ
い
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
た
だ
単
に
人
と
人
と
の
、

巡
り
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
産
業
振

興
上
の
支
援
策
も
必
要
と
思
っ
て
い

る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
二
次
産
業
、

三
次
産
業
に
向
け
て
、
行
政
、
産
業

団
体
、
経
済
団
体
を
含
め
て
話
し
合

い
の
場
を
持
ち
、
ど
う
い
っ
た
形
で

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
も
、
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

④
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

少
し
ず
つ
、
地
元
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る

方
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
認
識

を
も
っ
て
い
る
。
移
住
定
住
住
宅
等

の
提
供
も
今
や
っ
て
い
る
。
積
極
的

な
受
け
皿
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
そ
ん
な
形
で
進
め

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
次
産
業
の
中
で
酪
農
に
つ
い
て

は
、
な
か
な
か
支
援
策
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
搾

乳
農
家
が
減
っ
て
き
て
い
る
状
況
の

中
で
、
農
協
と
も
十
分
提
携
し
な
が

ら
、
搾
乳
農
家
の
確
保
っ
て
い
う
こ

と
も
、
産
業
振
興
上
必
要
な
の
か
な

と
思
っ
て
い
る
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
、
農
業
委
員
会
、

農
協
と
も
連
携
し
て
支
援
に
繋
げ
る

よ
う
な
形
に
し
て
い
き
た
い
。

再　

　々
質　
問

⑤
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
関
係
に
つ

い
て
は
、い
ろ
ん
な
方
々
が
も

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
実
際
で
あ

り
、行
政
と
し
て
ど
う
い
う
支
援
が

で
き
る
か
大
き
な
課
題
に
な
る
と
思

う
。

　
こ
れ
は
、今
の
若
い
人
方
に
も
有

効
な
手
段
、方
策
だ
と
思
う
の
で
、

早
め
に
検
討
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

⑥
農
業
に
お
い
て
、農
業
者
減
少
で

農
地
が
休
ん
で
い
く
、休
耕
農
地
に

な
る
っ
て
い
う
の
は
理
解
で
き
な
い
。

る
も
い
農
協
と
、力
を
合
わ
せ
て
い

け
る
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
。

⑤
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
、

こ
の
時
点
で
行
政
が
ど
う
い
う

支
援
が
で
き
る
の
か
は
、
今
の
と
こ

ろ
難
し
い
。

⑥
Ｊ
Ａ
る
も
い
と
連
携
を
す
る
過
程

の
中
で
、
産
業
、
農
業
振
興
上
に
必

要
な
こ
と
、
農
家
の
環
境
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
盛
り
上
げ
る
意
味
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

答

議会からのたより
第50号

答

問

問

17



文
化
は
、長
年
の
歴
史
の
中
培

わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、先

祖
か
ら
伝
承
し
、後
世
に
引
継
が
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

も
の
で
あ
る
。現
在
、丸
松
郷
土
資

料
館
と
清
川
の
収
蔵
庫
に
、寄
贈
さ

れ
た
多
く
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い

る
。

①
丸
松
の
郷
土
資
料
館
も
老
朽
化
が

激
し
く
、今
後
、郷
土
資
料
館
維
持
管

理
と
資
料
の
保
存
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

②
個
人
で
保
管
し
て
い
る
古
い
農
機

具
や
各
種
の
道
具
等
貴
重
な
資
料

が
、離
農
や
廃
業
に
よ
り
廃
棄
さ
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、そ
う
い
っ
た
資

料
の
受
け
入
れ
態
勢
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。現

在
の
旧
丸
松
小
学
校
で
あ
る

遠
別
町
郷
土
資
料
館
は
、昭
和

59
年
９
月
に
開
設
以
来
、郷
土
資
料

の
収
集
や
保
存
を
含
め
て
遠
別
町
開

拓
の
歴
史
や
当
時
の
町
並
み
な
ど
を

紹
介
し
て
お
り
、遠
別
町
と
し
て
、先

人
の
足
跡
を
残
す
貴
重
な
文
化
遺
産

で
あ
る
。

　

現
在
、予
約
制
で
あ
り
、年
間
20
名

前
後
の
来
場
者
を
迎
え
て
い
る
。

　

ま
た
、郷
土
資
料
館
だ
け
で
は
資

料
の
保
存
に
限
界
が
あ
る
た
め
、平

成
12
年
４
月
か
ら
、旧
清
川
小
学
校

を
郷
土
資
料
の
収
蔵
庫
と
し
て
使
用

し
て
お
り
、農
機
具
な
ど
を
含
め
相

当
数
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

①
郷
土
資
料
館
、収
蔵
庫
と
も
に
老

朽
化
が
激
し
い
も
の
の
、郷
土
資
料
館

の
建
物
自
体
が
貴
重
な
資
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、両
施
設
と
も
現
状
を
維

持
し
、保
管
し
て
い
る
資
料
の
保
存
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

②
収
集
し
た
も
の
は
教
育
委
員
会
で

保
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、寄
贈
の

申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
の
受
け

入
れ
態
勢
に
つ
い
て
は
、台
帳
と
照
合

し
類
似
品
を
除
き
、必
要
な
も
の
を

受
け
入
れ
て
い
る
。今
後
も
貴
重
な

文
化
遺
産
と
し
て
、収
集
、保
存
し
て

い
き
た
い
。

再　
質　
問

③
旧
丸
松
小
学
校
の
郷
土
資

料
館
は
、町
内
で
も
貴
重
な
建

物
と
考
え
る
。風
雪
等
自
然
災
害
に

よ
り
、消
失
を
防
止
す
る
た
め
、現
状

の
建
物
の
収
用
物
を
最
善
に
管
理
す

る
た
め
、方
策・対
策
を
考
え
て
い
る

か
。ま
た
、今
後
大
規
模
改
修
を
考
え

て
い
る
か
。

③
資
料
館
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

夏
に
は
職
員
に
よ
る
目
視
に

よ
っ
て
壁
や
屋
根
等
を
点
検
し
て
い

る
。台
風
な
ど
の
強
風
後
に
も
点
検

を
行
い
、冬
期
間
に
お
い
て
は
職
員
で

屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
し
な
が
ら

管
理
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、建
物
だ
け
で
は
な
く
、資
料

館
周
辺
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
草
刈
り
や
除
草
剤

の
散
布
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、現
在
、

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
改
修
等
の
考
え
に
つ
い
て

は
、建
物
は
古
い
も
の
と
い
う
こ
と
で

理
解
も
し
て
い
る
。た
だ
、現
状
は
ま

だ
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

認
識
を
し
て
お
り
、今
直
ぐ
に
大
規

模
な
改
修
な
ど
っ
て
い
う
こ
と
で
は

考
え
て
い
な
い
が
、簡
易
な
修
繕
を
行

い
な
が
ら
、現
状
を
維
持
し
管
理
し

て
い
き
た
い
。

議会からのたより
第50号白井議員　 問 郷土資料館の老朽化が激しいが、維持管理と大規模改修は？

佐藤教育長　 答 建物自体貴重な資料であり、点検、修繕を行いながら現状を維持する。

問答

問答

郷土資料館
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議会からのたより
第50号

　
令
和
４
年
第
２
回
議
会
定
例
会
で

一
般
会
計
外
６
件
の
予
算
審
査
を
遠

別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
３
月
９
日
・
10
日
の
２

日
間
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
委
員
長

に
は
柏
谷
委
員
、
副
委
員
長
に
は
山

本
委
員
が
選
任
さ
れ
、
提
案
の
あ
っ

た
全
て
の
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

【
一
般
会
計
】

― 

総
　
務
　
費 

―

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
設
置
箇
所

Ｑ　
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
リ
ー
ス
料

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
町
内
の
ど
の
辺

り
に
設
置
す
る
の
か
。

Ａ　

町
が
所
有
し
て
い
る
街
路
灯
全

て
。
本
数
的
に
は
３
８
７
灯
予
定
し

て
い
る
。

― 

総
　
務
　
費 

―

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
回
数

Ｑ　
予
防
接
種
技
術
援
助
委
託
料
に

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
含
ま
れ
る
と

思
う
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
例
年
、
供
給
が
間
に
合
っ
て
い

な
い
と
理
解
を
し
て
い
る
が
、
基
本

的
に
本
町
で
は
１
回
を
推
奨
と
い
う

か
、
年
齢
関
係
な
く
１
回
な
の
か
。

Ａ　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
国
で
13
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

は
、
２
回
推
奨
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
ワ
ク
チ
ン
が
希
望
数
量
に
満
た

な
い
供
給
し
か
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
当
町
だ
け
で
な
く
、
全
国
的

に
ワ
ク
チ
ン
は
不
足
し
て
い
る
と
聞

か
れ
る
。

　

本
町
に
関
し
て
は
、
な
る
べ
く
幅

広
く
、
１
回
の
限
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン

を
打
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
、
０
歳
か
ら
15
歳
以
下
の
方
、
65

歳
以
上
の
方
は
、
１
回
の
ワ
ク
チ

ン
無
料
、
64
歳
以
下
の
一
般
の
方

は
、
１
千
円
の
自
己
負
担
で
、
な
る

べ
く
高
齢
者
の
方
を
ま
ず
最
優
先
に

考
え
、
そ
れ
以
外
の
方
に
も
幅
広
く

打
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
助

成
を
し
て
い
る
。

脳
検
診
受
診
機
会
の
拡
充

Ｑ　
脳
検
診
も
毎
回
受
診
者
が
か
な

り
い
る
と
思
う
が
、受
け
ら
れ
な
い
、

空
い
て
い
れ
ば
受
診
で
き
る
。
改
善

し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

脳
検
診
は
、
中
村
記
念
病
院
に

委
託
し
隔
年
で
実
施
し
て
い
た
が
、

令
和
２
年
検
診
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め

中
止
と
な
っ
て
い
る
。
直
近
で
検
査

を
実
施
し
た
の
が
平
成
30
年
で
、
４

年
前
に
な
る
。
令
和
４
年
度
に
つ
い

て
は
、
予
算
は
80
名
分
み
て
い
る
。

Ｑ　
80
人
分
検
診
受
け
る
と
き
に
予

約
し
て
も
、
前
回
受
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
待
っ
て
く
だ
さ
い

と
、
受
診
で
き
な
い
人
も
多
い
。

　
そ
れ
だ
け
、
脳
検
診
は
人
気
が
あ

る
が
、
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
村
記
念

病
院
の
検
診
バ
ス
の
中
で
検
査
し
て

い
る
が
、
委
託
を
し
て
い
る
中
村
記

念
病
院
の
ほ
う
で
、
１
回
あ
た
り
80

名
と
定
員
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
定
員
い
っ
ぱ
い
ま
で
募
集

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

― 

病
院
会
計 

―

医
師
住
宅
建
設

Ｑ　
職
員
住
宅
の
新
築
工
事
を
計
画

し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
完
成
か
？

Ａ　

実
施
設
計
等
の
委
託
も
今
回
の

予
算
で
計
上
し
て
お
り
、
秋
ぐ
ら
い

ま
で
に
は
実
施
設
計
に
基
づ
い
た
形

で
建
設
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
完
成
後
は
医
師
住
宅
な
の
で
、

当
然
、
院
長
が
住
む
と
思
う
が
、
そ

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　

新
た
に
建
設
す
る
住
宅
は
、
院

長
が
今
年
定
年
に
な
る
の
で
、
新
た

に
常
勤
医
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
た
に
常
勤
医
を
確
保
す
る
に
あ

た
り
、
今
ま
で
４
名
ほ
ど
の
医
師
の

方
に
視
察
と
、
院
長
等
と
の
面
談
、

ま
た
町
長
と
話
を
詰
め
て
き
た
が
、

医
師
の
住
む
住
宅
に
つ
い
て
ク
レ
ー

ム
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、

新
た
に
建
設
を
お
願
い
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
合
い
も
あ
る
の
で
、
新
規

に
迎
え
て
い
き
た
い
医
師
に
と
考
え

て
い
る
。

　

院
長
に
つ
い
て
は
、
今
の
住
宅
で
問

題
が
な
い
と
、
事
前
に
話
が
あ
っ
た
。

令
和
４
年
度　
遠
別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
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議会からのたより
第50号

シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

（株）野生塾代表取締役社長 泊和幸さんと（株）野生塾の遠別町フォトサークルの４
名の方に取材をさせていただきました。

～野生塾の活動～
　写真家として全国で写真展の開催やメディア取材対応、また遠別
町フォトサークルの活動をしています。
　フォトサークルの会員数は全国で 27名おり、教員やテレビ局のカ
メラマン、広告代理店の方など、会員一堂に集まることはありませ
んが、都合のいい時に集まったり撮影場所の情報提供をしています。
全国から年間 80名位の方が撮影のため来町されるので対応しています。

～ １枚の写真にストーリーを ～
　１枚の写真の中に物語が伝わるような撮影姿勢が大切です。
このようなインタビューの時でも手の動きや熱弁を振るって
いる等、心意気がある写真だと見る人に伝わるので生き生き
とした写真が撮れます。
　また、写真に載せるコメント力も重要です。たとえいい写真が
撮れてもコメントが悪かったらボツ写真になってしまいます。

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.10

～ 今後のメディア出演予定 ～
　５月上旬から 15分番組ですが、『さわやか自然百景』というテレビ番組（全国放送）
の取材が入っており、約２週間遠別町内、空撮の予定もされています。

泊　和幸さん

　昔ブログ等に自宅で育て
たバラや猫の写真をアップ
していました。本格的に始
めたのは、小鳥の写真を泊
さんに見てもらったら向いて
いるかもしれないと言われ、
フォトサークルに入りまし
た。遠別町の自然の豊かさ
を知り世界が広がりました。

　野生塾に入って泊さんが
おっしゃった１つの写真に物語
があるというのは、人物画に
も共通する部分があり、いい
影響をいただいています。遠
別町の写真は撮り続けている
ので、今後は自分の写真集を
出せたらいいなと思います。

家入 麗子さん

原田 啓介さん

　10 年位前に初めてカメラ
を貰い、写真を撮っていたが、
自分の写真が好きになれな
かった。遠別にきて、泊さん、
家入さんに会ってから野生動
物の写真が好きになり、今後
は自分のホームページ等で、
北北海道のいい景色、動物
を世界にアピールしたい。

　中学生の頃から興味はあっ
たが、本格的に写真を始め
たのは仕事をリタイアしてか
ら。カメラはまだ使いこなせ
ないが、泊さんに設定を教え
てもらっている。良い先生に
恵まれてよかった。いい写真
が撮れるとやみつきになる。

バーカー・
キャメロンさん

舟田 哲雄さん

遠
別
町
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
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議会からのたより
第50号

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は6 月 10日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（白井委員）

　日常に使われている六曜は、先勝、友引、先負、仏滅、

大安、赤口の順に日巡る六曜星と呼ばれるもの別名「六輝」

といわれる。

　有名なところでは「大安」万事において吉日ということ

で祝事に使われることが多く、結婚式のがあいさつ定番

の「お日柄」という言葉から日本人の情緒

がうかがえる。原型は中国から鎌倉時代

に日本に伝わり流行する。カレンダ－で確

認し、時世を顧みるのも有りかなと思う。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　４月６日、インタビュー実施の際に撮影いた
しました。

タ イ ト ル 写 真
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警察署から警察署から
春の地域安全運動の実施
みんなで築こう、安全で安心な大地

（１）運動期間
　令和４年5月11日(水)から
　　　　　5月20日(金)までの10日間

（２）ポイント
　ア　子どもの犯罪被害防止
　　〇　「いかのおすし」の防犯標語による防犯

指導や、登下校の見守り活動を行いましょう。
　　〇　ウォーキング、ジョギング、買い物、犬の

散歩等の日常活動の中でできる「ながら見
守り」にご協力ください。

　　〇　防犯ブザーや防犯ホイッスルなどの防犯
グッズを持たせましょう。

　イ　女性の犯罪被害防止
　　〇　夜間は、できるだけ人通りが多く明るい道

を歩くようにしましょう。
　　〇　イヤホンで音楽を聴いたり、スマートフォン

を操作しながらなどの「ながら歩き」は周囲
の状況がわかりにくくなるので注意しましょう。

　　〇　防犯ブザーなどの防犯グッズを携帯しましょう。

　　ウ　特殊詐欺の被害防止
　　〇　普段から家族間で連絡を取り合い、

詐欺の話をしてお互いに詐欺に関心を
持ちましょう。

　　〇　突然の電話やメールでお金の要求をされ
たら詐欺を疑い、「支払う前」「渡す前」に
警察に相談してください。

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

小
平
　
正
浩
さ
ん
（
１
区
）

春
花
さ
ん
の
進
学
に
際
し

今
井
　
　
俊
さ
ん
（
１
区
）

本
人
の
快
気
に
際
し

横
地
　
純
子
さ
ん
（
錦
町
）

義
章
さ
ん
の
死
去
に
際
し

阿
部
　
　
淳
さ
ん
（
１
区
）

愛
理
さ
ん
の
進
学
に
際
し

鬼
頭
　
睦
徳
さ
ん
（
４
区
）

沙
季
さ
ん
の
進
学
に
際
し

大
島
は
る
ゑ
さ
ん
（
富
士
見
）

　
　
　
正
夫
さ
ん
の
死
去
に
際
し

ご
厚
志
に
感
謝

《
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
》

　
去
る
４
月
21
日
に
遠
別
商
工
会

女
性
部 （
堀
江
秀
子
部
長
） 

か
ら

「
え
ん
べ
つ
コ
ロ
ッ
ケ
」
計
２
８

５
個
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
「
え
ん
べ
つ
コ
ロ

ッ
ケ
」
は
、
５
月
の
給
食
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
遠
別
小
学
校
、
遠
別
中

学
校
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
提
供
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ひ
と
の
う
ご
き

▽
お
く
や
み

横
地
　
義
章
さ
ん（
66
）（
錦
　
町
）

龍
田
清
三
郎
さ
ん（
84
）（
１
　
区
）

大
島
　
正
夫
さ
ん（
87
）（
富
士
見
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

山
口
　
郁
美
さ
ん
（
文
光
町
）

亮
太
さ
ん
の
死
去
に
際
し

塚
原
　
京
子
さ
ん
（
１
区
）

重
雄
さ
ん
の
死
去
に
際
し

大
村
　
隆
徳
さ
ん
（
錦
町
）

社
会
福
祉
の
た
め
に
寄
附

室
矢
　
英
樹
さ
ん
（
３
区
）

果
南
さ
ん
の
進
学
に
際
し

佐
藤
　
克
久
さ
ん
（
緑
町
）

真
生
さ
ん
の
進
学
に
際
し

消防消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/

林野火災予消防期間が始まります！

消防支署から

　次の日程のとおり林野火災予消防期間が始まります。
　無許可での火入れ行為は罰則の対象になります。火
入れ行為を行う際は消防署へ届出を出しましょう。
　尚、無煙期間中は、届出の期間内であっても一切火
入れ行為が出来ませんのでご了承ください。
※ごみ焼き行為は禁止なので絶対に行わないでください！！

無　煙　期　間(東野・大成地区)
５月18日（水）～５月24日（火）

無　煙　期　間(町内全域)
５月６日（金）～５月12日（木）

強　調　期　間
４月21日（木）～５月31日（火）
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

５月 （May）
15㈰

16㈪ マナピィ・21 図書室休館

17㈫

18㈬

19㈭

20㈮

21㈯

22㈰ マナピィ・21 図書室休館

23㈪ マナピィ・21 図書室休館

24㈫

25㈬

26㈭

27㈮

28㈯

29㈰

30㈪ マナピィ・21 図書室休館

31㈫

６月 （June）
1 ㈬

2 ㈭

3 ㈮

4 ㈯
自動車運転免許更新時講習（天塩町）

13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

5 ㈰

6 ㈪

7 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

8 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始10：30 ～）

9 ㈭

10㈮

11㈯

12㈰ マナピィ・21 図書室休館

13㈪ マナピィ・21 図書室休館

14㈫

15㈬

町のカレンダー ２０２２

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金 6月収集の粗大ごみ

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん
農村地区のみ
５種類を全部

申込期限　6 月　2 日（木）
収 集 日　6 月　4 日（土）
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　広報紙に掲載されている写真で、「画像データがほしい」と言う方がいらっしゃいましたら、役場１階生活広報係

までお越しください。

　ただし、あくまで個人用、保存用としていただける場合のみとさせていただきます。インターネット投稿やその

他掲示板等への掲載、その他の理由により、お渡しできない場合がありますのでご了承願います。（まったく関わ

りのない方や、遠別町に肖像権のない写真についてはお渡しできませんのでご了承ください。）

広報紙に載っている写真差し上げます広報紙に載っている写真差し上げます

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和4年4月30日現在）

1453
日目

（令和4年4月30日現在）

人口

世 帯

●男   1,185人（＋3）
●女   1,260人（－3）

2,445人
（±0）

1,289（+8）

今月の
納 税 5/31納期

固定資産税（１期）

気軽なフォトコーナー始めます！
　広報紙に皆さんの撮影した写真を掲載しませんか？

　広報裏表紙のカラー部分に掲載いたします！（不定期掲載）

　子供や料理、風景の写真等、気軽に撮影したもので構いません。

　お気軽にご投稿下さい！ ※ペンネームや匿名での掲載も可能です。

投稿方法

気軽な フォトコーナーフォトコーナー

タイトル
（名前）
タイトル
（名前） タイトル（名前）タイトル（名前）

　住民課生活係　seikatsu.kouhou@town.embetsu.hokkaido.jp

までメールにて画像を送付して下さい。

　名前、連絡先、連絡事項を本文に記載願います。ペンネーム等での掲載を希望される方はそ

の旨も記載願います。　※掲載にあたり選定させて頂きますのでご了承願います。


